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●
本
予
算
は
、
３
年
ぶ
り
の
増
加

と
な
り
、
積
極
的
な
予
算
編
成
で

あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
市
長
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
５
つ
の
力
の

う
ち
、「
元
気
の
力
」で
は
、保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
は
じ
め
、

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
、
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
、
お
達

者
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
が
ん
の
早
期

発
見
を
目
指
す
、
施
設
検
診
の
実

施
な
ど
、
充
実
し
た
予
算
編
成
と

な
っ
て
お
り
評
価
で
き
る
。「
産
業

の
力
」で
は
、観
光
資
源
の
少
な
い

本
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、農
業
・
商

業
・
工
業
に
よ
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
へ
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す

る
姿
勢
が
見
え
る
。
イ
ン
タ
ー
開

設
に
よ
り
、
本
市
を
訪
れ
る
方
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
通
過
点

と
な
ら
な
い
よ
う
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
希

望
す
る
。
「
教
育
文
化
の
力
」
で

は
、
新
た
に
学
力
向
上
推
進
支
援

者
を
配
置
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

た
。
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
で
、
学
習
の
つ
ま
ず
き
を
な
く

す
と
い
う
考
え
に
は
大
い
に
賛
成

す
る
。
数
値
的
に
測
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
事
業
効
果
を
検
証
し
、

課
題
を
教
育
施
策
に
生
か
す
と
と

も
に
、
教
材
整
備
に
頼
る
こ
と
な

く
、
教
員
の
資
質
向
上
に
も
努
め

る
よ
う
お
願
い
す
る
。以
上
、当
初

予
算
に
対
す
る
考
え
を
述
べ
た 

が
、
将
来
都
市
像
実
現
に
向
け
た

予
算
が
編
成
さ
れ
て
お
り
評
価
で

き
る
。
今
後
も
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
よ
う

要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
）

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

２６

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
４
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
あ
や
せ
プ

ラ
ン　

の
将
来
都
市
像
で
も
あ
る

２１

「
緑
と
文
化
が
薫
る
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち　

あ
や
せ
」の
実
現
に
向
け
、

堅
実
な
行
政
運
営
に
努
め
る
こ
と

を
願
い
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
事
業

も
な
さ
れ
て
お
り
、
評
価
で
き
る

も
の
で
あ
る
。し
か
し
、学
校
防
犯

カ
メ
ラ
や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

策
、
消
費
税
増
税
分
の
充
当
先
は

実
施
後
の
計
画
が
曖
昧
で
は
な
い

か
、
あ
る
い
は
熟
慮
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
。

特
に
、
消
費
税
引
き
上
げ
分
の
充

当
先
は
、
全
国
的
に
被
害
者
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
が
含
ま
れ
る
感
染

症
対
策
費
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
勧
奨
再
開
の

見
通
し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
１
年

間
ほ
と
ん
ど
予
算
が
執
行
さ
れ
な

い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し

た
場
合
、
も
っ
と
喫
緊
で
必
要
な

事
業
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
以
上
の
点
に
関
し
て
、
今

後
、
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
を
要

望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。
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●
本
予
算
は
、前
年
度
比　

％
増
、

１３

２
８
６
億
６
０
０
０
万
円
と
過
去

最
高
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
。
歳

出
を
あ
や
せ
プ
ラ
ン　

の
重
点
プ

２１

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
照
ら
し
合
わ
す 

と
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
活
か

し
た
拠
点
整
備
事
業
で
は
、
用
地

取
得
、
移
転
補
償
費
な
ど
の
関
連

事
業
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

企
業
や
顧
客
の
獲
得
競
争
に
乗
り

遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
早
急

に
調
整
し
、
市
民
が
胸
躍
る
将
来

像
を
提
示
す
る
こ
と
を
願
う
。
子

育
て
環
境
を
充
実
す
る
事
業
で 

は
、
民
間
保
育
所
の
施
設
設
置
助

成
な
ど
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。施
政
方
針
で
は
、３
年
間
で
２

０
０
人
の
待
機
児
童
を
解
消
す
る

と
述
べ
ら
れ
た
が
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
横
断
的
な
事
業
展
開
を
お
願

い
す
る
。
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
事
業
で
は
、
都
市

化
と
環
境
保
全
の
調
和
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
今
後
は
、子
育
て
支
援
、

高
齢
者
の
健
康
保
持
な
ど
の
視
点

も
取
り
入
れ
、
市
民
、事
業
者
、行

政
の
協
働
に
よ
り
総
合
的
な
観
点

か
ら
の
施
策
展
開
を
要
望
す
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
多
様
な
市

民
要
望
に
し
っ
か
り
向
き
合
っ
た

●
本
予
算
は
、
自
主
財
源
が
市
税

な
ど
の
増
に
よ
り
、
２
億
６
０
０

０
万
円
増
と
な
っ
た
が
、
国
庫
支

出
金
・
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財

源
は
、　

億
２
０
０
０
万
円
増
と

３０

な
っ
た
。
性
質
別
予
算
で
は
、
普

通
建
設
事
業
費
が
イ
ン
タ
ー
関
連

事
業
に
係
る
用
地
取
得
費
や
小
学

校
施
設
整
備
費
な
ど
、　

億
７
９

２４

６
２
万
円
増
と
な
っ
た
。
わ
が
国

の
経
済
は
、
長
期
的
に
は
楽
観
視

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
少
子
高

齢
化
の 
進 　しん   
 �
を
考
慮
す
れ
ば
、 
依 

ち
ょ
く

存
財
源
に
よ
る
施
設
整
備
事
業
は

精
査
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、繰
出

金
が
平
成　

年
度
の　

億
６
７
９

２２

３１

３
万
円
か
ら　

億
５
３
８
０
万
円

３５

に
増
加
し
て
お
り
、
各
特
別
会
計

へ
の
注
視
が
必
要
で
あ
る
。
維
持

補
修
費
は
、　

年
度
の
８
２
０
０

２２

万
円
に
対
し
、　

年
度
は
１
億
６

２６

２
２
８
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お 

り
、
公
共
施
設
の
量
的
計
画
に
よ

る
実
施
と
と
も
に
維
持
管
理
費
の

増
加
傾
向
に
は
注
意
が
不
可
欠
で

あ
る
。そ
の
よ
う
な
中
、市
長
が
訴

え
る
将
来
都
市
像
実
現
の
た
め
の

６
つ
の
力
の
取
り
組
み
は
、
本
市

の
課
題
に
対
応
す
る
必
要
な
予
算

と
考
え
る
。
中
で
も
、「
安
全
安
心

の
力
」と
し
て
、震
災
時
の
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
耐
震
化
補
助
事
業
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の
た
め
の
緊
急

輸
送
道
路
の
橋
り
ょ
う
耐
震
補
強

事
業
、
集
中
豪
雨
に
備
え
た
河
川

浸
水
対
策
な
ど
に
は
期
待
す
る
。

「
教
育
文
化
の
力
」で
は
、学
力
の

定
着
に
本
年
度
予
算
を
い
か
に
結

び
付
け
て
事
業
を
実
施
す
る
か
を

期
待
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
今
回
の
予
算
は
、
交
付
金
に
よ

る
普
通
建
設
費
が
大
幅
に
増
え
る

中
、
新
規
事
業
と
し
て
の
認
知
症

相
談
、
継
続
事
業
と
し
て
の
学
校

給
食
放
射
能
検
査
な
ど
、
市
民
生

市税　 
１２９億１，８２５万円 
（４５．１％） 

地方消費税交付金　 
９億５，１００万円（３．３％） 

地方交付税　 
９億７，７００万円（３．４％） 

国有提供施設等 
所在市町村助成交付金等　 
１２億２，０００万円（４．２％） 
 
市債　 
１８億５，７３０万円（６．５％） 

県支出金　 
２３億２，２１９万円（８．１％） 

国庫支出金　 
５８億２，４５５万円（２０．３％） 

繰入金など 
４億５，３９７万円（１．６％） 

分担金及び負担金　 
２億３，３８１万円（０．８％） 

地方譲与税など　 
５億４，６７１万円（２．０％） 

教育費　 
３２億４，９０８万円（１１．３％） 

総務費　 
２７億３，３７５万円 
（９．５％） 

衛生費　 
２２億５，４３７万円（７．９％） 

公債費　 
１６億４，０７１万円（５．７％） 

消防費　 
１２億３，５９５万円（４．３％） その他　 

１１億９，６４２万円（４．２％） 

繰越金　 
６億円（２．１％） 

民生費　 
１０４億６，０６７万円 
（３６．５％） 

土木費　 
５８億８，９０５万円（２０．６％） 

（５２．２％） （４７．８％） 

２８６億 
６，０００万円 

歳入総額 

２８６億 
６，０００万円 

歳出総額 

自
　
主
　
財
　
源 

依
　
存
　
財
　
源 

諸収入　 
７億５，５２２万円（２．６％） 

学力向上推進支援者を全小学校に配置し、児童に対して補習などを行い
ます。学習習慣の定着化や学習意欲の向上を目指します

対前年度比
予　算　額会　計　名

増減率増減額

１３．０％３２億９，０００万円２８６億６，０００万円一　　　般　　　会　　　計

△０．７％△７，５００万円１００億円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

１６．４％５億１，１００万円３６億２，３００万円下 水 道 事 業

△２．５％△２，０００万円７億７，９００万円
深 谷 中 央 特 定 土 地
区 画 整 理 事 業

１４．８％５億５，１００万円４２億６，６００万円介 護 保 険 事 業

６．１％４，４００万円７億６，７００万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

５．５％１０億１，１００万円１９４億３，５００万円計

９．８％４３億１００万円４８０億９，５００万円合　　　計

平成２６年度各会計の予算規模

一般会計予算歳入・歳出の状況


